
  

沈降ヘモフィルス b 型ワクチンを定期接種に用いることの

是非に関する検討の今後の進め方 

 ヴァクセムヒブとアクトヒブの比較（別添１） 

 諸外国におけるヴァクセムヒブとアクトヒブの承認状況（別添２） 

 検討開始にあたっての留意点 

Hib 感染症に対しては、乾燥ヘモフィルス b型ワクチン（アクトヒブ）が既に定期接

種に用いられていることから、以下の点に留意して沈降ヘモフィルス b型ワクチン（ヴ

ァクセムヒブ）を定期接種に用いるか否かについての検討を開始する必要がある。 

 有効性、安全性、費用対効果については、沈降ヘモフィルス b型ワクチンそのも

のの評価だけでなく、乾燥ヘモフィルス b型ワクチンと比較する観点での評価も

必要。 

 定期接種として仮に両方の製剤を位置付ける場合には、現場での混乱を避けるた

め、可能な限り現行の接種方法で両方の製剤が接種できる方向で考えることが望

ましい。 

 両方の製剤を組み合わせて接種することの可否についても、可能な限り評価に必

要なデータを収集することが望ましい。 

 Hib 感染症に対する Hib ワクチンの有効性を評価する観点から、近年の国内の疫

学状況の変化についても評価することが望ましい。 

 検討にあたり整理すべき事項 

 沈降ヘモフィルス b型ワクチンの有効性（乾燥ヘモフィルス b型ワクチンとの比

較を含む） 

 沈降ヘモフィルス b型ワクチンの安全性（乾燥ヘモフィルス b型ワクチンとの比

較を含む） 

 沈降ヘモフィルス b型ワクチンの費用対効果（乾燥ヘモフィルス b型ワクチンと

の比較を含む） 

 沈降ヘモフィルス b型ワクチンの接種方法（現行の接種方法における Evidence

等） 

 沈降ヘモフィルス b型ワクチンと乾燥ヘモフィルス b型ワクチンの交叉免疫性 

 国内における Hib ワクチン定期接種化前後の、Hib 感染症に係る疫学状況 

 

 

 

 

本委員会におけるヴァクセムヒブを定期接種に用いることの是非に関する検討に先

立ち、上記の留意点を踏まえた上で、上記の整理すべき事項等について国立感染症研

究所にファクトシートを作成いただいてはどうか。 
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